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論　　文

部屋の配分間題：

強コアルールと TTCメカニズム＊

長久領壱

概要

マーケットデザイン (MarketDesign)における部屋の配分間題を考察する．強コアルールが個人
合理性，パレート最適性，耐戦略性を満たす唯一のルールであることは ~la(1994) によって証明され
た．本稿では強コアがTTCメカニズムによって計算できることに着目し，この定理の別証をりえる．
キーワード：強コア；個人合理性：パレート最適性；耐戦略性；TTCメカニズム．

1 序論

ある大学の寮がある．寮のすべての部屋には学生が住んでいる．いまの部屋で十分満足している学生

もいれば， もっと良い部歴に移りたいと考えている学生もいる．部屈の再配分を行う場合， どのような

ルールに基づいて行えばよいだろうか．これが本稿で扱う間題である］．この間題に関しては Ma(1994), 

Postlewaite and Roth (1977), Roth (1982), Shapley and Scarf (197 4)らが肯定的な結果を示している．

詳しくは本論で後述するが，彼らがポした結果は以下の→．つに集約できる．

部屋の再配分は

1. 強コアルールに従って配分すればよい（するしかない）．

2. 強コアは TTCメカニズムと呼ばれる簡単な， しかも現実に実行可指な方法で求めることができ

る生

3. 強コアルールはパレート最適性，個人合坪性，および耐戦略性を満たす．そして他の割り当てルー

ルでこの三つをすべて満たすルールは存在しない．

これらの結果は坂井 (2013)の第 1章に纏めた形で紹介されているが，その証明は全て省かれている．

本稿では，厳密性を失わずに，これらすべての結果を定式化し証明を与える汽その意味で本稿に期待さ

れる役割は解説であり，新しい結果を含んでいるわけではない．ただし 3. に関して，つまり強コアルー

ルの公理化定理の証明に関しては， Ma(1994)の証明の別証を与えている．本稿での証明は強コアルー

＊本稿は関西大学経済学部及び同大学大学院経済学研究科の測習で坂井 (2013)を輪読した際での，私の講義ノートに基づ
いて執笠した．講義に参加した学生・院生諸君に謝揺を表したい． 本稿が大学・大学院の教材として活用されることを期待し

たし'・
1より一般的な言い方をすると，これは非分割財の再配分閻題という名で知られている．非分割吋とは (i)非負の整数単位で
しか消費できず， (ii)イ刈人も高々 l単位しか消費できず（あるいは 2単位以上の消費は望まない）， という性質を持つ財である．
持ち家や寮の部犀などがその典型的例である．非分割財の配分閻題には幾つかの設定が可指であり，木稿はその一つである．
21TCとは toptrading cycleの略である．
3私のゼミでは学牛．が一通り発表を終えた後で，私が改めて講義するという形式をとっている．理論系のゼミは学牛屑l士の
テキスト輪読だけでは効果は池く，授業形式を取り込まないとうまくゆかないというのが長年の経験を通して得た私の指導方
針である．本稿も坂井 (2013)を輪読した際で講義ノートを基にして作成した．
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ルがTTCメカニズムによって履行されることに着日した証明である．一方Ma(l994)はTTCメカニズ

ムを介在させずに直接証明している．

本稿の構成は以下のとおりである．統く第2,3節ではモデルの定式化と記法に関して述べる．本稿で

展開される公理的分析手法の解説も行う．第4,5節では個人合理性，パレート最適性，強コアを定義し，

それらの性質を解説する.6節では強コアの存在と一意性を議論する.TTCメカニズムを解説し，この

メカニズムで強コアを計算することができることを示す．第7節では割り当てルールを定義し，ルール

が耐戦略性を満たすことの意味を考察する．第 8節は主安結果であり，強コアルールが個人合理性，パ

レート最適性，耐戦略性を満たす唯一のルールであることを証明する．第9節と 10節は強コアルール以

外の幾つかのルールを作り，個人合雌性以下の三つの公理の成立・不成立を確認する．第 11節は結論で

ある．

2 問題

n人の学生がいて，寮の部屋の割り当てを決める間題を考える．学生を 1,2, …,nで表す．学生1,2…..,n 
が現在住んでいる部屋も各々1,... , nで表す．現在の部届で満足している者もいれば，もっといい部星に

移 りたいと考えている者もいる．各学生i(i= 1, …'n)は部屋に対して住みたいランキングを持っている

とする． このランキングを iの選好と呼ぶ．また各学生i= 1, ... ,nの選好のリストのことを（選好）プ

ロファイルと呼ぶ．選好プロファイルは下のように図表で描くと便利である．

例 1 n=3の場合．

第 1位 第忍位 第 3位

学生 1 3 2 1 

学生ど 3 2 1 

学生 3 1 3 2 

このプロファイルにおいて学生 1と2は部屋を 3,2,1の順で選好し，学生 3は1,3,2のI順で選好して

し)る．

割り当てられた各白の部屋を a1,a2, …,a,, と記号する4.学生 1に割り当てられた部屋はmである.a1 

は当然1.2, …mのうちのどれかであるが， どれかはわからないので新しい記号 a1を使っている．同様

に学生2には aか…．学生nには a,,が割り当てられている． この場合， どのような部屋の再配分が望ま

しいであろうが？ これがここでの問題である．

3 研究方法

望ましい部星の割り当て方，つまり割り当てのルールの探求，はルールが持つ性能を比較するという

ガ法で実行される．ルールが持つべき望ましい性能として，

個人合理性， パレート最適性， 耐戦略性

％は assignment(割り当て）の略と連想すればよい．


































